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萌黄通信は写真入になります 

 ケイ・アンド・エスのＨＰの

日記帳では写真付で記載して

行きます。 また、その他の記

事も出来るだけ写真を取り入

れていきます。 よって、今ま

で、ファックスでお送りしてい

る方の中で、メールアドレスを

お持ちの方はお知らせくださ

い。 

 また、現在ＨＰのリニューア

ル中ですから、お楽しみに！更

新事項がより多くなります。 

皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
？ 

山
梨
は
、
も
う
本
格
的
な
夏
で
す
ね
。 

梅
雨
は
ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ

ろ
う
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。
外
仕
事
の
方

は
、
必
ず
水
分
補
給
を
忘
れ
ず
に
。
山
梨
は

今
年
も
最
高
気
温
を
更
新
し
そ
う
な
気
配

で
す
。
頑
張
っ
て
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。 

「
石
材
再
生
友
の
会
」
会
報
誌
（
ケ
イ･

ア
ン
ド･

エ
ス
） 
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ぎぎ
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「イタリア紀行」 
 

イタリアからの楽しい写真が手に入りましたので、皆さ

んにお見せしたいとおもいます。 

 今回は、ピサの斜塔です。 世界遺産にも登録されてい

るあの有名なピサです。 最近は人数制限で中に入れるよ

うで、右は、階段内部の写真です。 ご覧のように、階段

の踏面が一ヶ所に集中されるためか、変なすり減り方をし

ています。やはり、傾いているために、自然に出来  た

導線のようですね。 

 この斜塔は、鐘楼のため、内部は、階段室が中心になっ

ているにで、この踏み跡の形には歴史を感じます。  

 （次回はカラーラの山の景色です。） 

   

楽天ブログ「石材メンテナンス屋の日々感じる事」 から 

最近多い問い合わせに、以下のような、いたずらかきの除去が多いです。 石

の場合は、吸収性があるので、表面上の塗装は除去できるのですが、石の目の深

くに入った顔料、染料はなかなか抜けません。大抵のお客さんは、写真の感じで、

表面の部分が取れてしまうと、あきらめてしまって、放置してしまうのが普通で

すが、今回、訪問したところは、表参道で、閑静なマンションで、住人のほとん

どが外人さんときているので、この状態では、許されないとのことです。 最初

は、専属の日常清掃業者に、頼んだようで、いたずら書き消しスプレーで取った

らしく、表面上だけは取れた状態です。 今回の場合、この程度で止めにしてい

ただいたので、良かったのですが、業者によっては散々、いろいろやってしまっ

て、どうしようもなく貼り変えることになってしまうこともあるので、 今回は、

たすかりました。 除去施工は、シンナーを使って、石の目の中の塗装成分を出

来るだけ柔らかくしてあげて、溶かしていく事が大事な仕事になります。 こん

な作業を一時間くらい繰り返した後に、今度は色素を抜く湿布が必要になります。 

この石一枚分のいたずら書きをけすのに、半日くらいの根気が必要です。 

     

「
よ
く
あ
る
質
問
コ
ー
ナ
ー
」 

（
Ｑ
）
玄
関
ポ
ー
チ
（
外
部
）
に
施
工
し
た
テ
ラ
コ
ッ
タ

の
白
華
に
困
っ
て
い
ま
す
。 

施
工
後
に
大
量
発
生
し
た

後
は
、
ほ
と
ん
ど
出
て
い
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
時
の
白

華
が
シ
ミ
の
よ
う
に
な
っ
て
こ
び
り
つ
い
て
い
ま
す
。 

液
体
の
洗
浄
剤
で
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
削
り
取
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
Ｎ
設
計
） 

 

（
Ａ
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
質
問
事
項

で
す
。 

テ
ラ
コ
ッ
タ
は
、
と
て
も
吸
収
性
の
高
い

タ
イ
ル
で
す
か
ら
、
一
度
白
華
が
、
発
生

す
る
と
、
な
か
な
か
止
め
る
事
は
難
し
い

で
す
が
、
内
部
の
場
合
、
質
問
の
よ
う
な
、

施
工
後
に
大
量
発
生
し
た
だ
け
な
ら
ば
、

コ
ー
ト
等
で
、
止
ま
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

浸
透
性
の
コ
ー
ト
剤
を
塗
布
す
る
事
を
お

勧
め
し
ま
す
。 

 

し
か
し
、
今
回
の
場
合
、
外
部
と
聞
い

て
ま
す
の
で
、
少
し
、
条
件
が
違
っ
て
き

ま
す
。
白
華
は
水
と
の
関
係
で
発
生
状
況

が
違
っ
て
き
ま
す
か
ら
、
テ
ス
ト
施
工
が

必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
洗
浄
は
、
白
華
用
の
洗
剤
が
あ

る
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
使
っ
て
洗
浄
し
ま

す
。 

白
華
の
出
る
原
因
は
、
石
の
裏
面

か
ら
来
て
い
る
の
で
、
い
く
ら
サ
ン
ド
ペ

ー
パ
ー
で
削
っ
て
も
白
華
は
除
去
で
き
ま

せ
ん
。 

 
 


